
北
ス
マ
ト
ラ
に
電
力
安
定
供
給ＩＣＴで施工精度向上、工程確保を実現

概
要

アサハン第３水力発電所工事

清水建設

（Ｌｏｔ　Ⅰ　土木工事）
（インドネシア）

完成した取水堰・取水設備

地下発電所の掘削完了（定礎式）


年

月
に
発
電
所
の
商
業
運
転
開
始

　
ア
サ
ハ
ン
第
３
水
力
発
電
所
工
事
は

世
界
最
大
の
カ
ル
デ
ラ
湖
で
あ
る
ト
バ
湖
︵
標
高

９
０
５

︶
か
ら
流
れ
出
る
ア
サ
ハ
ン
川
の
水
を
利
用
し

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
北
ス
マ
ト
ラ
州

に
流
れ
込
み
式
の
水
力
発
電
所
︵
１
７
４



使
用
水
量
毎
秒
１
０
６
・
８
立
方


最

大
落
差
１
９
８

︶
を
建
設
す
る
も
の
で
あ
る

国
際
協
力
機
構
︵
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
︶
に
よ
る
円

借
款
事
業
と
し
て
実
施
さ
れ
た


導
水
ト
ン
ネ
ル

延
長
７
７
９
４

の
圧
力

ト
ン
ネ
ル
と
な

て
い
る

▷実施者清水建設・アディカリヤＪＶ
▷実施国インドネシア
▷実施都市・地区北スマトラ州アサハン県、
トバサモシール県
▷プロジェクト関係者インドネシア国有電
力会社（発注者）、日本工営（設計者）

▷主要諸元発電形式「流れ込み式」、発電
所形式「地下発電所」、使用流量「．
立方㍍／秒、最大落差「㍍、発電容量
「㍋㍗（㍋㍗×２）」、年間発電量
「，㌐㍗時」、発電機台数「２台」
▷実施期間年３月年３月

完成した取水庭

　
新
規
電
源
開
発
が
急
務
と
な

て
い

る
北
ス
マ
ト
ラ
州
に
お
け
る
電
力
需
給

逼
迫
︵
ひ

ぱ
く
︶
の
緩
和
や
供
給
の

安
定
性
の
改
善
を
図
り

投
資
環
境
の

改
善
を
通
じ
て
ス
マ
ト
ラ
島
北
部
の
経

済
発
展
と

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

の

利
用
に
よ
り
地
球
環
境
負
荷
の
軽
減
に

も
貢
献
す
る


　
施
工
で
は

毎
秒
１
０
０

を
超
え

る
河
川
水
を
転
流
し
な
が
ら
の
取
水
堰

・
取
水
設
備
の
構
築
を
は
じ
め

機
械

編
成
の
最
適
化
に
よ
る
ト
ン
ネ
ル
掘
進

の
加
速

入
念
な
掘
削
計
画
と
計
測
管

理
を
徹
底
し
た
大
空
洞
岩
盤
掘
削
︵
地

下
発
電
所
工
事
︶
な
ど

難
度
の
高
い

技
術
課
題
に
対
応

さ
ら
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を

活
用
し

施
工
精
度
の
向
上
と
手
戻
り

防
止

工
程
確
保
を
実
現
し
た


　
ト
ン
ネ
ル
延
長

・
９

取
水
堰


開
水
路

取
水
庭

調
圧
水
槽

放
水

口

地
下
発
電
所
な
ど
多
岐
に
わ
た
る

構
造
物
を
含
み

コ
ン
ク
リ

ト
実
打

設
量
は
約

万
立
方

に
及
ん
だ

水

力
発
電
所
土
木
建
築
一
式
を
１
パ

ケ


ジ
で
施
工
す
る
大
規
模
工
事
を

契

約
工
期
内
の
約
５
年
で
遅
延
な
く
完
工

し
た


　
こ
れ
に
よ
り
後
続
工
事
は
円
滑
に
進

み

２
０
２
４
年
末
の
商
業
運
転
開
始

に
貢
献


年
１
月
の
開
所
式
で
は


イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
大
統
領
ら
か
ら

高
い
評
価
を
受
け
た

現
地
雇
用
の
創

出
と
技
術
者
育
成
を
通
じ
た
人
材
基
盤

の
強
化
に
も
寄
与
し

日
本
の
質
の
高

い
イ
ン
フ
ラ
技
術
の
移
転
と
海
外
展
開

の
推
進
と
い
う
観
点
で
も
意
義
の
大
き

い
案
件
と
な

た

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